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放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第３条の２第１項の規定により放射
性同位元素の使用を届け出ます。
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47 「種類及び数量」 機器に装備されている放射性同位元素については機器ごと（通常
一組又は一式をもつて使用するものにあつては一組又は一式ごと）に、機器に装備され
ていない放射性同位元素については核種及び化学形等（注６の例による。）ごとに記載す
ること。

48 「物理的状態」 注５の例により記載すること。
49 「化学形等」 注６の例により記載すること。
50 「密封の状態」 放射性同位元素を被覆しているカプセル等の材料、材質、厚さ等を
記載すること。また、コバルト又はラジウムの針、管等にあつては、その形状について
記載すること。

51 「１個当たりの数量及び個数」 通常一組又は一式をもつて使用するものにあつては
一組又は一式当たりの数量を記載すること。

52 「放射性同位元素が機器に装備されている場合には、その機器の種類、型式及び性能」
放射性同位元素が装備されている機器について記載すること。

53 「使用の方法」 線源の位置、１週間当たりの使用時間数及び３月間当たりの使用時
間数、利用線すいの方向についても記載すること。

54 「使用の場所」 注８の例により記載すること。
55 「主要構造部等」 注９の例により記載すること。
56 「施設内の常時立ち入る場所に対するしやへい」 注10の例により記載すること。
57 「工場又は事業所の境界及び工場又は事業所内の居住区域に対するしやへい」 注10

の例により記載すること。
58 「貯蔵室の構造の耐火性」 注17の例により記載すること。
59 「貯蔵箱の設置位置、個数、構造及び材料」 注18の例により記載すること。
60 「施設内の常時立ち入る場所に対するしやへい」 注10の例により記載すること。
61 「工場又は事業所の境界及び工場又は事業所内の居住区域に対するしやへい」 注10

の例により記載すること。
62 「貯蔵容器」 注21の例により記載すること。また、機器に装備されている放射性同
位元素の場合にあつては、耐火性について記載すること。

63 「構造及び材料」 貯蔵室又は貯蔵箱を有しない場合には、構造の耐火性についても
記載すること。

64 「貯蔵室又は貯蔵箱」 注21の例により記載すること。
65 「耐火性の容器」 容器ごとの貯蔵能力が明らかになるように記載すること。
66 「施設内の常時立ち入る場所に対するしやへい」 注10の例により記載すること。
67 「工場又は事業所の境界及び工場又は事業所内の居住区域に対するしやへい」 注10

の例により記載すること。
68 「保管廃棄容器」 注21の例により記載すること。
69 「構造及び材料」 注42の例により記載すること。
70 「使用の方法」 注53の例により記載すること。
71 「使用の場所」 注８の例により記載すること。
72 「主要構造部等」 注９の例により記載すること。
73 「施設内の常時立ち入る場所に対するしやへい」 注10の例により記載すること。
74 「工場又は事業所の境界及び工場又は事業所内の居住区域に対するしやへい」 注10

の例により記載すること。
75 「第22条の３の規定を適用する区域」 第22条の３の特例を適用する区域の有無等を
記載すること。

備考１ この用紙は、日本工業規格Ａ４のつづり込式とすること。
２ この申請書の提出部数は、正本１通及び副本３通とすること。ただし、文部科学大臣
の定める工場又は事業所にあつては、正本１通及び副本４通とすること。
３ この申請書の正本１通には、第２条第２項に規定する書類を、それらの書類の一覧表
と共に添えること。
４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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